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巻頭言 
 

平成２５年度の鹿児島県精神保健福祉センター所報が完成しましたので，ここにご報告

します。 
私がセンター長に就任した平成５年は障害者基本法が成立・公布された年でした。当時

のセンターでは統合失調症の家族教室，デイケアに重点があったと記憶しています。その

後，デイケアを実施する主体は医療機関へ移行していきました。 
平成１４年にはそれまで県の障害福祉課が担っていた自立支援医療費，精神障害者保健

福祉手帳に関する事務が当センターへ移管され，市町村が申請窓口となりました。同時に

精神医療審査会に関する事務も当センターへ移管されました。自立支援医療費，精神障害

者保健福祉手帳の判定件数，精神医療審査会の審査件数ともに年々増加しており，これら

の法定業務がセンター業務に占める割合は増大してきています。また，自立支援医療費，

精神障害者保健福祉手帳については，てんかんや高次脳機能障害，発達障害，軽いうつな

どの診断名でリハビリテーション科，神経内科，小児科，脳外科など精神科以外の診療科

から申請されることが多くなってきています。ただ，福祉制度に関する知識が診療科によ

ってまだ異なるため，診断書の記載方法などを指導・助言する機会も少なくありません。

これらの福祉制度を適切に活用できるよう啓発していくこともセンターの役割と考えてい

ます。 
精神保健福祉相談について申し上げますと，近年はギャンブル依存，ネット依存などの

アディクションに関する相談や大人の発達障害に関する相談が増えてきています。うつ病

や認知症などの患者数の増加を背景に平成２５年度から医療計画に明示すべき４疾病にあ

らたに精神疾患が追加されたように，精神疾患は今や地域住民に広く関わるものになって

います。それに伴い，相談内容も多様化が進んできているように思います。 
当センター内に平成２０年に設置された高次脳機能障害者支援センターにおいては，開

設当初に比べ，相談件数が３倍に伸びています。翌年に設置された自殺予防情報センター

でも相談件数は年々増加し，平成２５年度の相談件数は５００件を超えています。相談者

の中には自殺念慮・企図がある方も少なくなく，丁寧に傾聴することを心がけています。

また，必要に応じて福祉事務所，保健所，市町村，ホームレス支援のＮＰＯ団体なども紹

介しています。高次脳機能障害者支援センター，自殺予防情報センターともに仲介する機

会が多いのですが，その際には，たらい回しを避けるため，本人了解の上，各関係機関担

当者や調整役につなぐなど解決に結びつくような仲介を心がけています。 
社会情勢の変化とともにセンターの役割も年々変化してきており，精神疾患に関するこ

とだけでなく，幅広いこころの健康に対する対応が求められるようになってきています。

今後もセンターの役割を認識しながら，職員一同前向きに取り組んで参りたいと考えてい

ますので，ご指導，ご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
 
 

平成２７年 １月 
鹿児島県精神保健福祉センター 
所 長     冨 永 秀 文 
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１．沿革 

  ・昭和４２年４月 「精神衛生センター」として発足 

  ・昭和６３年７月 精神保健法の施行に伴い，「精神保健センター」に改称 

  ・平成 ７年７月 精神保健法の改正に伴い，「精神保健福祉センター」に改称 

  ・平成２３年３月 現在地（ハートピアかごしま ２階）に移転 

 

２．組織，職員及び施設概要 （Ｈ２５.４.１現在） 

  ①組織状況 
                  医事課 

所長（医師）  副所長  
                  相談支援課 
 

②職種別職員数 

職種 精神科医師 事務 保健師 心理 計 非常勤職員

人数 １ ４（うち兼1） ４ １ １０（うち兼１） ３１ 

＊非常勤職員：高次脳機能障害者支援員１人，自殺対策調整員１人 

          精神医療審査会委員２５人 

          自立支援医療費（精神通院）及び精神障害者保健福祉手帳判定会委員４人 

 

 ③施設概要 

  （１）所在地：鹿児島市小野一丁目１番１号（ハートピアかごしま ２階） 

    
 （２）平面図 
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１．普及啓発 

  一般住民に対して精神保健福祉や精神障害に関する知識について普及啓発を行うとと 

もに，保健所及び市町村が行う普及啓発活動に対して協力及び援助を行っている。 

 

（平成２５年度） 

内容 実施回数 参加人数

 ひきこもり家族の会 １２回 ５３

 セルフヘルプフォーラムかごしま（セルフヘルプネットかごしま主催） １回 １０３

 こころの健康を考えるつどい（鹿児島県精神保健福祉協議会主催） １回 ３００

 その他 ２回 ８８０

計 １,３３６

 

２．技術援助・教育研修 

  地域精神保健福祉活動を推進するため，保健所，市町村及び関係機関に対し，技術援 

助や研修を行っている。 

 

 ①技術援助（平成２５年度） 

 

       項目 

 

 

 

  対象 
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 他  
 

 

 

 

  計 
 

 

 

 

 

 

 電 
 話 
 

 

 

 

 

 保健所          １    ３    ４ １６

 市町村        ２    ６    ４  １２ １８

 医療機関              ６    ６   ７
 その他   ３ １１  １   ４ １４ ３７    ３   ４ ５５ １３２ ３７

計   ３ １１  １   ４ １４ ３９  ０ １０   ４ ６８ １５４ ７８

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6



②教育研修（平成２５年度） 

（１）思春期精神保健に関する研修会 

内容 参加者数 

【思春期講座Ⅰ】 

 講話：「子どものうつ」 

 講師：楠本朗先生（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科） 

保健所，市町村，学

校関係，相談機関等

     計６４人

【思春期講座Ⅱ】 

 講話：「子どもの不安」 

 講師：春日井基文先生（鹿児島大学医学部・歯学部附属病院） 

保健所，市町村，学

校関係，相談機関等

     計５６人

【思春期講座Ⅲ】 

 講話：「子どもの摂食障害」 

 講師：肝付洋先生（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科） 

保健所，市町村，学

校関係，相談機関等

     計５８人

【思春期講座Ⅳ】 

 講話：「子どもの自傷行為」 

 講師：富安昭之先生（鹿児島大学医学部・歯学部附属病院） 

保健所，市町村，学

校関係，相談機関等

     計５８人

【思春期事例検討会Ⅰ】 

 講師：下洋央先生（鹿児島大学医学部・歯学部附属病院） 

 

保健所，学校関係，

相談機関，児童福祉

施設   計１１人

【思春期事例検討会Ⅱ】 

 講師：中村雅之先生（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科） 

 

学校関係，相談機関

児童福祉施設  
     計９人

【思春期精神保健福祉従事者研修会】 

 講話：「保護者を支援するということ～解決志向で行こう！～」

 講師：森俊夫先生（東京大学大学院医学系研究科） 

保健所，市町村，学

校関係，相談機関等

     計１０９人

 

（２）アルコール関連問題研修会 

内容 参加者数 

 １．講話：「アルコール関連問題とメンタルヘルスファースト 
エイド」 

   講師：久我弘典先生（肥前精神医療センター） 

 ２．演習：「アルコール関連問題へのファーストエイド」 

   ファシリテーター：福嶋翔先生（肥前精神医療センター） 

保健所，市町村，医

療機関，相談機関等

     計７３人

 

 

 

（３）薬物相談関連研修会 

内容 参加者数 

 １．報告：「鹿児島県の薬物相談の現状について」 

 ２．講話：「薬物依存が周囲に及ぼす影響～家族に対する支援に 
ついて～」 

    講師：中村知英氏（北九州市立精神保健福祉センター） 

保健所，市町村，医

療機関，相談機関，

薬物乱用防止指導員

等    計９１人
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（４）精神保健福祉業務従事者検討会 

内容 参加者数 

 １．業務検討及び情報交換 

  ・各保健所の平成２５年度の精神保健福祉事業計画について 

 ２．講話：「近年の精神障害の理解と措置事務の基礎知識」 

    講師：山畑良蔵先生（県立姶良病院） 

 ３．事例検討 

    助言者：山畑良蔵先生（県立姶良病院） 

        笹川純子精神保健福祉対策監（県障害福祉課） 

保健所，市町村 

    計４１人

 

※業務検討及び情

報交換は２１人

参加 

 

 

（５）高次脳機能障害者支援のための研修（高次脳機能障害者支援センター） 

内容 参加者数 

【高次脳機能障害者支援のための研修（姶良・伊佐保健医療圏域）】 

 １．講話：「高次脳機能障害の診断とチームで行うリハビリテーショ

ン」 

    講師：下堂薗恵先生 
（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 リハビリテーション医学） 

 ２．講話：「精神保健福祉手帳申請等に係る診断書作成の要点」 

    講師：冨永秀文（鹿児島県精神保健福祉センター） 

 ３．体験発表：当事者 

保健所，市町村，医

療機関，介護関係施

設，自立支援相談支

援事業所    

    計５５人 

 

 

【ネットワーク連絡会】 

  助言者：下堂薗恵先生 
（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 リハビリテーション医学） 

           冨永秀文（鹿児島県精神保健福祉センター） 

保健所，市町村，医

療機関，介護関係施

設，自立支援相談支

援事業所  

計３０人 

【高次脳機能障害者支援のための研修会】 

 講話：「高次脳機能障害者の生活訓練～生活版ジョブコーチ支援～」 

 講師：阿部順子先生（岐阜医療科学大学保健学部看護学科） 

一般県民，自立支援

相談支援事業所，介

護関係施設等  

    計７６人 

【高次脳機能障害者支援のための専門家研修】 

 講話：「医療から社会生活につなぐ 
～退院後の生活におけるリハビリテーション～」 

 講師：阿部順子先生（岐阜医療科学大学保健学部看護学科） 

医療機関，障害者職

業センター，保健所

市町村等   

    計９１人 

【高次脳機能障害支援ネットワーク連絡会】 

 １）高次脳機能障害者支援に関する事例検討 

 ２）高次脳機能障害者支援に関する情報交換 

   助言者：阿部順子先生（岐阜医療科学大学保健学部看護学科） 

下堂薗恵先生 
（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 リハビリテーション医学） 

支援拠点病院，支援

協力病院，障害者職

業センター，保健所

市町村等    

    計５６人 
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 （６）自殺対策に関する研修会（自殺予防情報センター事業含む）                    

内容 参加者数 

【自殺対策企画研修】 

 １．講話：「地域で進める自殺予防対策」 

    講師：高橋祥友先生（筑波大学医学医療系災害精神支援学） 

 ２．取組紹介 

 ①南九州市「南九州市のこころの健康の取組について」 

  講師：松元弥生氏（南九州市健康増進課） 

 ②さつま町「さつま町の自殺予防対策」 

  講師：小椎八重廣樹氏（さつま町健康増進課） 

     濱田清美氏（さつま町健康増進課） 

保健所，市町村等

    計７８人

 

 

 

 

 

 

 

【自殺対策関係者（自死遺族支援）研修】 

 １．講話及び演習：「自死遺族支援～私たちにできることを考える～」 

   講師：杉本脩子氏（全国自死遺族総合支援センター） 

      南部節子氏 （全国自死遺族総合支援センター） 

２．グループワーク：「職場で自殺があった場合の対応について」 

   助言者：杉本脩子氏（全国自死遺族総合支援センター） 

       南部節子氏 （全国自死遺族総合支援センター） 

保健所，市町村，

消防，警察等 

    計４５人

 

 

 

 

 

【自殺予防シンポジウム】 

 １．基調講演：「今を生きる子どもと若者に向き合う」 

    講師：青木省三先生（川崎医科大学精神科学教室） 

 ２．シンポジウム：「子ども・若者を取り巻く社会問題とその対応に

ついて」 

    シンポジスト：戸髙成人氏（NPO法人ネットポリス鹿児島） 

          森岡玲子氏（鹿児島国際大学学生相談室） 

    助言者：青木省三先生（川崎医科大学精神科学教室） 

保健所，市町村，

学校関係，医療機

関，相談機関等 

   計２３０人

 

 

 

 

【自殺対策関係者研修】  ※アルコール関連問題研修会として実施 
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３．精神保健福祉相談 

心の健康相談や精神医療に係る相談，アルコール，薬物，思春期，認知症に関する相

談など精神保健福祉全般の相談を実施している。 

 

①来所相談 

（１）来所相談件数推移 

年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

新規 １２８ １２９ １５１ 

再来 ４６ ４４ ３６ 

計 １７４ １７３ １８７ 

（延べ件数） （３６８） （３５１） （３４７） 

 

（２）新規相談者の内訳（平成２５年度） 

（２）－１ 年齢別相談者人数 

年齢 ～９ １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０以上 不明 計 

男 ０ １８ １９ ２１ １０ ９ ８ ８ ０ ９３

女 ０ １０ １６ １１ ９ ４ ６ １ １ ５８

 

（２）－２ 相談理由別人数 

相談理由 人数 相談理由 人数 

気分が不安定    ２７ おかしな言動     ８
眠れない     ７ 飲酒に伴う問題     ６
食事がとれない     １ 薬物依存の問題     ３
不安・恐怖・こだわりが強い    １８ ギャンブルに伴う問題     ７
学校に行けない，学校に適応できない    １１ 家族・近隣との問題     ７
職場に行けない，職場に適応できない    １２ その他行動上の問題     ８
家から外に出ることができない     ７ 性格・対人関係の問題     ７
もの忘れ     ０ その他    ２２

計  １５１

 

（２）－３ 相談の処置別人数 

処置 人数 

継続  １８ 

他機関紹介  ６９ 

終結  ６４ 

計  １５１ 
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②電話相談 

 （１）電話相談延べ件数推移 

年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

延べ件数 １，５３７ １，７９３ １，２８１ 

 

 （２）相談内容（平成２５年度） 

相談内容 人数 

精神科疾患に関すること 病気・治療・薬のこと １４１

 うつ・うつ状態 ４２

 社会復帰・福祉制度等 １３

 人間関係・日常生活 ２０２

 家族等の対応 ６２

 その他 １５２

認知症・介護に関すること ２１

アディクション関連問題 アルコール ３８

 シンナー・薬物 ３０

 ギャンブル ５０

 過食・拒食等 １７

 その他 ７

思春期問題に関すること 不登校・ひきこもり ２６

 学校生活に関すること ８

 情緒不安定 １２

 身体的不調 ３

 性格・行動 ２３

 発育・発達に関すること １

 非行・反社会的行動 ４

 その他 ３６

心の健康に関すること 言動が奇異 ２６

 気分の落ち込み・うつ状態 ３８

 希死念慮 ４

 不安・恐怖・こだわり １３

 家族関係の悩み・ストレス ７３

 職場関係の悩み・ストレス ３６

 その他人間関係の悩み・ストレス ４６

 ひきこもり ２１

 DVに関すること ３

 病院・相談機関等の情報 ２９

 その他 ４３

その他 ６１

計 １，２８１
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４．調査研究   (Ⅲ 資料を参照) 

  地域精神保健福祉活動を推進するために以下の調査研究を行った。 

  

  ①「近年の精神保健福祉相談について～電話相談における現状報告～」 

  ②「鹿児島県高次脳機能障害者支援センターにおける支援の現状と課題」 

  ③「鹿児島県自殺予防情報センターの活動報告」 

 

５．関係団体の育成 

    地域精神保健福祉の向上を図るため，家族会，患者会等の支援を行っている。 
 
（平成２５年度） 

対象 内容 回数

鹿児島県精神障害者家族会連合会 理事会，評議会，部会等    ７

かごしまデイケア連絡協議会 総会，研修会    ３

鹿児島県断酒友の会 総会    １

アルコール依存症家族の会 ミーティング   １２

セルフヘルプネットかごしま 例会，フォーラム（実行委員会）   １５

こころ・つむぎの会 例会    ６
その他 ユーザーネット，ぷらむ等    ６

計   ５０

 

６．精神医療審査会の審査に関する事務 

   精神科病院に入院中の者や家族等からの退院や処遇改善の請求についてその請求が適 

正であるか，また，医療保護入院の届出，措置入院者及び医療保護入院者に係る定期病

状報告書について，その入院の必要性を審査している。 

 

①審査会開催状況 

   合議体審査会・・・２４回（８回×３合議体） 

  全体会・・・・・・ １回 

 

②退院等請求の審査状況推移 

 
年度 

措置入院者 

定期病状 

報告書 

医療保護 

入院者入院届 

 

医療保護入院

者定期病状 

報告書 

 

計 

退院・処遇 

改善請求件数

 

退院・処遇

改善請求 

審査件数 

Ｈ２１ ７３ ２，１１０ １，９７２ ４，１５５ １３０ ８２

Ｈ２２ ５１ ２，２５９ １，７５８ ４，０６８ １２９ ６８

Ｈ２３ ３７ ２，４７５ ２，０５５ ４，５６７ １２３ ７７

Ｈ２４ ２８ ２，２２１ １，９１９ ４，１６８ １１７ ８０

Ｈ２５ １４ ２，２７１ ２，０２８ ４，３１３ ９７ ５３
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７．自立支援医療費（精神通院）及び精神障害者保健福祉手帳の判定交付事務 

  自立支援医療費（精神通院）の支給認定および精神障害者保健福祉手帳の申請に対す

る審査を行い，受給者証および手帳の交付を行っている。 
 

①自立支援医療費（精神通院） 
（１）自立支援医療費（精神通院）申請承認件数推移 

    平成２３年度      平成２４年度      平成２５年度   
  申請件数      １９，６３６      ２０，５７６      ２０，９５１   
  承認件数      １９，６３６      ２０，５７６      ２０，９５１   

 

（２）疾患名・年齢別自立支援受給者証交付者数（平成２５年度） 

 

疾患名 

 

 

総数 

 

自立支援受給者証交付者数 

２ ０ 歳

未満 

２ ０ 歳 以 上

４０歳未満 

４ ０ 歳 以 上

６５歳未満 

６ ５ 歳 以 上

７５歳未満 

７ ５ 歳

以上 

Ｆ０ 症状性を含む器質性精神障害 ７８５ ２ ７４ ２９８  １４３ ２６８ 

Ｆ１ Ｆ１０ アルコール使用によ

る精神及び行動の障害

５８７ ０ ３９ ３６９ １４９ ３０ 

覚せい剤及び覚せい剤を除く

精神作用物質使用による 

精神及び行動の障害 

３６ ０ ８ ２４  ４ ０ 

Ｆ２ 統合失調症、統合失調型障害

及び妄想性障害 

９,１１４ ５４ ２,１２２ ５,６５９  １,０８０ １９９ 

Ｆ３ 気分（感情）障害 ６,４２２ ４２ １,７００ ３,７３５  ７５７ １８８ 

Ｆ４ 神経症性障害、ストレス関連

障害及び身体表現性障害 

１,０５４ ４６ ４２４ ５０８  ５６ ２０

Ｆ５ 生理的障害及び身体的要因に

関連した行動症候群 

２９ ２ １１ １１  ２ ３ 

Ｆ６ 成人のパーソナリティ及び行

動の障害 

１０５ ０ ４３ ５２  ８ ２ 

Ｆ７ 精神遅滞〔知的障害〕 ２６５ ６ １０６ １３６  １５ ２ 

Ｆ８ 心理的発達の障害 ２１６ ８４ ９４ ３６  １ １ 

Ｆ９ 小児期及び青年期に通常発症

する行動及び情緒の障害 

及び特定不能の精神障害 

１２６ １０４ １４ ７  ０ １ 

G40 てんかん ２,２１２ ４４３ ７６５ ８５３  １２８ ２３ 

計 ２０,９５１ ７８３ ５,４００ １１,６８８  ２,３４３ ７３７ 
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②精神障害者保健福祉手帳所持者数推移 
（単位：人，％） 

年度 １級 ２級 ３級 計 

Ｈ１８ 
２３５  ４,４９３  １,４９０  

６,２１８  
３．８  ７２．３  ２４．０  

Ｈ１９ 
２３８  ４,６４６  １,４４６  

６,３３０  
３．８  ７３．４  ２２．８  

Ｈ２０ 
１９３  ５,０４５  １,３９４  

６,６３２ 
２．９  ７６．１  ２１．０  

Ｈ２１ 
２６８  ５,４５９  １,３７３  

７,１００  
３．８  ７６．９  １９．３  

Ｈ２２ 
２９９  ６,４２４  １,６１０ 

８,３３３ 
３．６  ７７．１  １９．３  

Ｈ２３ 
２９２ ６,８７７  １,７８８  

８,９５７  
３．３  ７６．８  ２０．０  

Ｈ２４ 
２９２  ７,０２９  １,９６８  

９,２８９  
３．１  ７５．７  ２１．２  

Ｈ２５ 
２９３  ７,４４５  ２,１２６  

９,８６４  
３．０  ７５．５  ２１．６  

※手帳の有効期限切れを除く，各年度末の所持者数を記載 

※上段は所持者数，下段は構成比 

 

 
精神障害者保健福祉手帳所持者数 
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８．高次脳機能障害者支援センター 

   高次脳機能障害者への支援拠点機関として，精神保健福祉センター内に高次脳機能   

障害者支援員が置かれており，高次脳機能障害者に対する専門的な相談支援，関係機   

関との地域支援ネットワークの充実，関係者への研修等を行っている。 

 

①来所相談 

 ・来所相談延べ件数推移 

     年度        平成２３年度    平成２４年度    平成２５年度  
   延べ件数          ４２            ５７            ６６      

 

②電話相談 

 ・電話相談延べ件数推移 

     年度        平成２３年度  平成２４年度   平成２５年度  
   延べ件数         ２００     ２３６      ３３７     

 

 

９．自殺予防情報センター 

  自殺対策を推進するため，精神保健福祉センター内に自殺対策調整員が置かれてお   

り，自殺に関する情報収集・分析，情報提供や自殺対策に関わる団体・人材の育成，   

自死遺族等の支援を行っている。 

 

①来所相談 

  ・来所相談延べ件数推移 

     年度        平成２３年度    平成２４年度    平成２５年度  
   延べ件数          ２１            １３            １９      

 

②電話相談 

 ・電話相談延べ件数推移 

     年度        平成２３年度    平成２４年度    平成２５年度  
   延べ件数         ２７８          ５００          ５１６     
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近 年 の 精 神 保 健 福 祉 相 談 に つ い て ～ 電 話 相 談 に お け る 現 状 報 告 ～

○ 井 上 沙 織 西 香 代 子 田 原 直 子 大 園 佳 子

郡 山 た か 子 冨 永 秀 文 (精 神 保 健 福 祉 セ ン タ ー )

１ は じ め に

精 神 保 健 福 祉 セ ン タ ー （ 以 下 ， セ ン タ ー

と 記 載 ） で は ， 精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者

福 祉 に 関 す る 相 談 及 び 指 導 の う ち ， 複 雑

又 は 困 難 な も の を 行 い ,心 の 健 康 相 談 か ら

精 神 医 療 に 係 る 相 談 等 を は じ め ， ア ル コ

ー ル ， ギ ャ ン ブ ル ， 思 春 期 等 ， 精 神 保 健

福 祉 全 般 の 相 談 を 実 施 し て い る 。

近 年 の 電 話 相 談 の 特 徴 を 把 握 す る た め ，

セ ン タ ー で 受 理 し た 電 話 相 談 の 分 析 を 行

っ た 結 果 ， 若 干 の 知 見 が 得 ら れ た の で 報

告 す る 。

２ 方 法

平 成 22年 度 か ら 平 成 24年 度 に か け て 受

理 し た 電 話 相 談 の う ち ， 具 体 的 な 相 談 記

録 が 残 っ て い る も の （ 平 成 22年 10月 ～ 平

成 25年 3月 分 ） ， 総 数 3996件 を 項 目 毎 に 分

類 を 行 っ た 。

３ 結 果

１ ） 相 談 件 数 (H2 2年 度 ~H2 4年 度 )に つ い

て （ 図 １ ）

相 談 件 数 の 総 数 は 平 成 22年 度 は 1,251

件 ， 平 成 23年 度 は 1,537件 ， 平 成 24年 度 は

1,793件 と 年 々 増 加 し て い る 。

２ ） 相 談 者 に つ い て （ 図 2 -1， 2 -2）

性 別 で は 女 性 か ら の 相 談 が 68 .0％ で あ

っ た 。 続 柄 別 で は ， 本 人 か ら の 相 談 が 56 .4

％ ， 家 族 （ 夫 ・ 妻 ・ 兄 弟 ・ 父 ・ 母 ・ 子 ） か ら の

相 談 が 27 .4％ で あ っ た 。

３ ） 対 象 者 に つ い て (図 3)

年 代 別 で み る と ， 40代 ， 60代 ， 20歳 未 満

の 順 で 多 か っ た 。

４ ） 相 談 種 別 及 び 内 容 に つ い て

（ 図 4 -1， 4 -2）

相 談 種 別 で は 精 神 科 疾 患 に 関 す る も の

が 55 .7％ で 最 も 多 く ， 次 い で 心 の 健 康 づ く

り (16 . 4％ )， 思 春 期 問 題 (13 . 8％ )の 順 と な

っ て い る 。 精 神 科 疾 患 と ア デ ィ ク シ ョ ン の

相 談 に つ い て は ， 年 々 増 加 し て い る 状 況

で あ る （ 図 1） 。

相 談 内 容 に 関 し て は ， 不 安 や 悩 み ， 家

族 の 対 応 等 に 関 す る も の が 48 .0％ ， 医 療

機 関 や 疾 患 ， 治 療 等 に 関 す る 相 談 や 問 い

合 わ せ が 27 .4％ ， 「 話 を 聴 い て ほ し い 」 と

傾 聴 の み を 求 め る も の が 12 .7％ で あ っ た 。

４ 考 察 及 び ま と め

１ ） 本 人 か ら の 相 談 の 特 徴 と 対 応

本 人 か ら の 電 話 相 談 の う ち 45.3％ は 何

ら か の 精 神 疾 患 を 抱 え た 数 名 の 同 一 人 物

に よ る 頻 回 な 電 話 で あ っ た （ 図 5） 。 「 話 し

相 手 が ほ し い 」 と 孤 独 を 訴 え る 方 ， 「 相 談 」

で は な く 「 電 話 す る こ と 」 自 体 が 目 的 化 し

て い る 方 ， 一 方 的 な 愚 痴 や 不 満 の 捌 け 口

先 と し て 電 話 さ れ る 方 等 が い た 。 こ れ ら の

特 徴 を も っ た 電 話 が 増 え た 背 景 に は ， 相

談 者 本 人 の 疾 患 の 特 性 に 加 え ， 日 中 活 動

す る 場 が 限 ら れ 時 間 を 持 て 余 し て い る こ と

や 周 囲 と の 関 係 性 が 希 薄 で あ る こ と か ら ，

「 電 話 」 が 「 何 か と 繋 が る た め の 手 段 」 と な

っ て い る 状 況 が 推 測 さ れ る 。 対 応 と し て は ，

相 談 者 本 人 の 電 話 に 対 す る 依 存 性 を 助 長

し な い た め に も ， 傾 聴 だ け で は な く ， 日 常

生 活 に 目 が 向 く よ う 助 言 を 行 っ た り ， 電 話

回 数 や 時 間 に 制 限 を 設 け る よ う に し て い る 。

２ ） 家 族 か ら の 相 談 の 特 徴 に つ い て

家 族 か ら の 相 談 の う ち ， そ の 6割 を 母

親 が 占 め て い る 。 相 談 記 録 の 内 容 か ら は

本 人 へ の 関 わ り 方 や 対 応 方 法 ， 病 気 な の

で は な い か ， と い う 不 安 や 悩 み を 抱 え 込 み ，

孤 軍 奮 闘 し て い る 様 子 が 窺 わ れ た 。 今 後 ，

母 親 自 身 の 支 援 と と も に ， 家 族 が よ り 適 切

な 地 域 の 社 会 資 源 に 繋 が る よ う ， コ ー デ ィ

ネ ー ト す る 役 割 が さ ら に 重 要 と な っ て く る

と 考 え る 。

３ ） 相 談 種 別 及 び 内 容 の 特 徴 に つ い て

3年 間 の 経 過 を 見 て み る と 精 神 科 疾 患

の 相 談 や ア デ ィ ク シ ョ ン の 相 談 が 増 え て い

る 。 特 に ア デ ィ ク シ ョ ン の 相 談 に 関 し て は ，

家 族 か ら の 相 談 が 54 .5％ と 半 数 を 占 め ，

な か で も ア ル コ ー ル 問 題 や ギ ャ ン ブ ル 問

題 に 関 す る 相 談 が 多 い （ 図 6） 。 ま た ， 問 題

が 長 期 化 し て お り ， 家 族 が 疲 弊 し た 状 態

で や っ と 相 談 に 繋 が る 場 合 が 少 な く な く ，

「 ど こ に 相 談 し た ら 良 い の か 分 か ら な い 」

「 世 間 体 が 悪 く て … 」 と 訴 え ら れ る 方 も い る 。

今 後 ， 家 族 が 関 係 機 関 や 地 域 に 相 談 し

や す い 環 境 を 整 え る た め に も ， ア デ ィ ク シ

ョ ン に 関 し た 知 識 の 普 及 ・ 啓 発 を 広 く 一 般

県 民 に も 行 っ て い く こ と が 求 め ら れ る と 考

え る 。
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相 談 件 数 【 図 １ 】

相 談 者 （ 性 別 ） 【 図 2 -1】

相 談 者 （ 続 柄 ） 【 図 2 -2】

対 象 者 （ 年 齢 別 ） 【 図 3】
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鹿児島県高次脳機能障害者支援センターにおける支援の現状と課題 
                     ○大園佳子 郡山たか子 冨永秀文（鹿児島県精神保健福祉センター） 
                       尾上佳代子（鹿児島県高次脳機能障害者支援センター） 
 
１ はじめに 

 障害者自立支援法の成立に伴い平成 18 年度から高次

脳機能障害者支援普及事業が開始され，本県において

も平成 20 年 9 月，精神保健福祉センター内に高次脳機

能障害者支援センターが設置された。 

支援拠点機関として専門的な相談支援や関係機関と

の連携を通し，医療から福祉までの連続したケアに努め

ているが，近年は継続的に支援を要する複雑なケースが

増加している現状がある。 

 今回，その支援状況及び関係機関へのアンケート調査

から，高次脳機能障害者支援にかかる今後の課題につ

いて検討したので報告する。 

 

２ 対象及び方法 

（１）H23年度93人,H24年度75人の新規相談者の中で， 

相談員が継続支援を必要と判断した事例（64 人）に関

する相談記録の分析 

（２）関係機関における高次脳機能障害者の支援状況に 

関するアンケート調査（H25 年 12月） 

   対象機関，質問内容： 

① 支援拠点病院 1カ所,支援協力病院 23 カ所 

（回収率 100%） 

（支援時に困った事，連携機関，支援課題等） 

② 相談支援事業所 99カ所      （回収率 65%） 

（支援の有無，内容，支援課題等） 

     

３ 結果 

当センターへの電話・面接相談の全件数は，H21 年度

105件から H24年度298件と約3倍に増加しており，その

中の 7割は継続相談である。 

（１）対象者 64人の支援状況 

① 特性  （図  １）  

対象者は，男性 53 人(83%)，女性 11 人(17%)である。

年齢別では，60歳代 17人（27%）と最も多く，次いで 50 

歳代 15 人(23%)，30 歳代 10 人（16%），40 歳代 8 人

（13%），20歳代 6人（9%）であり，働く世代が 6割を占めて

いる。高次脳機能障害の主な原因疾患は、全体の 45%が

脳血管疾患，38%が交通事故などの脳外傷であり，脳血

管疾患は加齢とともに増加している。        

  初回相談時期は，発症後 6ヶ月以降が 80%であった。 

 ② 相談内容  （図  ２） 

主な相談内容は，退院後の在宅でのサービス利用に

関してが 24％，高次脳機能障害の診断やリハビリ継続に

関する医療機関についてが 20％であった。   

サービス利用については，介護保険サービスや自立

支援サービスの中で，利用者のニーズに対応可能なサ 

ービスを紹介し調整しているが，県内に高次脳機能障害

に特化したリハビリ施設がないため，県外のリハビリ施設 

 

と調整を要する場合も多い。 

また，医療機関についての相談は，専門的診断や回

復期リハビリの問い合わせ，回復期病棟からの転院先や

退院後の社会適応期におけるリハビリ施設などに関する

情報提供，相談･支援が中心となっている。その他にも，

福祉サービス利用のための精神障害者保健福祉手帳や

障害年金申請に関すること，診断書作成に係る医療機関

との連携･相談，自動車運転再開に関する相談なども増

えている。                                

③ 支援状況  （図  ３, 図  ４, 表 １） 

対象者の H25年12月末時点の支援状況は，他機関利

用 56%，相談継続中（他機関利用し相談継続中含む）22%，

就労 6%，終結 5%，相談中断 11%であった。  

また，1事例あたり平均支援回数は8.1回，平均コーデ

ィネート回数 3.4 回，平均連携機関数 2 機関であり，20

歳代，40 歳代は他の年代より多かった。 支援回数の多

い理由としては，原因疾患が自殺未遂による低酸素脳症，

交通事故による脳外傷，難病による脳疾患の事例，家族

の支援力の問題，経済問題，社会資源不足など課題が 3

つ以上，連携機関 4 カ所以上という特性があった。    

  連携機関の状況は，支援拠点・協力病院，他医療機関,

家族会等が多く，相談支援事業所が少ない状況だった。 

          

（２）関係機関における高次脳機能障害者の支援状況   

 ① 支援拠点病院，支援協力病院  

     連携をとっている機関は「他の医療機関」71%，「介

護保険事業所」67%であり，「相談支援事業所」は 25%

と少なかった。 

支援課題として，「社会資源の充実」を 71%が課題

と感じているが，支援時に困った事は，「地域の支援

機関との連携がうまくいかない」46%，「地域の支援機

関がわからない」42%であった。 

② 相談支援事業所  

   「高次脳機能障害者に対応している」は 43%であ

り，その中で「サービス等利用計画に取り組んでい

る」は 31%であった。 

支援拠点・協力病院に比べて，相談支援事業所

に多くみられた支援課題は「障害理解・普及啓発」

「支援方法の向上（研修）」の項目であった。 

（図  ５) 

４ 考察及びまとめ 

（１） 相談支援の方向性  

支援対象者の 8 割はリハビリ維持期であり，相談内容

も「医療機関に関すること」以外が 8 割を占めていること

から，医療面だけでなく，生活全般や社会復帰に向けた

継続的な支援のニーズが高い状況にある。そのため，

連携機関も多岐にわたっている。 
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高次脳機能障害は複数の症状が継続していることが

多く，脳神経外科，神経内科，リハ科に加え，社会行動

障害や感情コントロールの問題で，精神科受診が必要

となる事例も多い。医療面に関する相談支援は複雑で

ある。家族も，当事者の症状への対応や生活上の困難

さからストレスを抱えることが多く，家族会につなぐ等家

族自身のケアが重要になっている。 

また，対象者の 6 割は働く世代であり，介護保険の適

用されない若年の高次脳機能障害者には，障害者職業

センターや精神保健福祉手帳取得による障害者自立支

援サービス利用に向けての連携が益々重要になってく

ると考える。 

  今回の支援状況分析から，多くの支援を要する者は，

４カ所以上の関係機関と複数回にわたる連絡調整，ケア

会議等がなされており，支援課題が複雑になればなる

ほど丁寧な関わりが必要となっている。 

 

 

（図 １）年代別原因疾患  

 
（図 ２）相談内容  

 
（図 ３）支援結果 

 

（２）関係機関の情報提供，支援体制の整備  
相談支援事業所と連携をとった支援拠点・協力病院は

25%，当センターからのコーディネートも対象者の 8％と低

く，「相談支援事業所」を活用できてない実態が明らかに

なった。また，これらの病院において「地域の支援機関と

の連携がうまくいかない」，「地域の支援機関がわからな

い」が約半数占めていたことから，現在，支援拠点・協力

病院，保健所・市町村，障害者就労支援機関で実施して

いるネットワーク連絡会に，相談支援事業所にも出席を

依頼し，支援体制の充実を図っていきたい。 

さらに，支援拠点・協力病院をはじめ関係医療機関の

情報整理，相談支援事業所の支援内容に関する情報整

理をし，ホームページで情報提供していきたい。 

 今後，相談件数の増加により当センターの相談支援の

限界も予測されることから，当事者により身近な地域の相

談窓口として，保健所や市町村に加えて，相談支援事業

所にも更なる協力を依頼していきたいと考える。 

 

（図 ４）連携機関  

 
（表 １） 

年齢 支援回数
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ

回数

連携機関数

20歳未満 5.6 2.3 1.7
20歳代 17.3 7.5 2.5
30歳代 9.4 3.5 1.9
40歳代 16.4 5.9 3.3
50歳代 5.5 2.8 2
60歳代 4.2 1.7 2
70歳以上 4.2 2 1.6
平均 8.1 3.4 2  

 

（図 ５）関係機関における支援課題 
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鹿児島県自殺予防情報センターの活動報告
○白坂涼子 (鹿児島県自殺予防情報センター）

田原直子 郡山たか子 冨永秀文 （鹿児島県精神保健福祉センター）

１ はじめに
我が国の自殺者数は，平成 10 年に急増し 3 万

人前後の状況が続いていたが，平成 24 年は約 2
万 6 千人となり減少の兆しが見えてきている。
本県においても同様の経過をたどり，平成 24 年
は 364 人と減少傾向にある。

しかし，依然多くの方々が自ら命を絶たれる
厳しい状況は続いており，大変身近な社会問題
となっている。

また，自殺の多くは個々の抱える問題に社会
的要因が複雑に影響して追い込まれ，自殺が唯
一の解決方法としか考えられない心理的視野狭
窄に陥り死に至ることから，「個人的な問題」で
あると同時に，「社会的な問題」であることも明
らかになってきた。

このような背景から，平成 18 年に自殺対策基
本法が施行され国を挙げての取組が始まり，本
県も平成 21 年 9 月に精神保健福祉センター内に
自殺予防情報センター（以下，センターと記載）
を設置し自殺対策の推進を図っている。

今回，当センターの設置から平成 24 年度まで
の活動についてまとめたので報告する。

２ 本県の自殺の状況
（１）自殺者数の推移

全国の推移と同様の経過をたどっており，
平成 10 年に急増後，500 人前後で推移して
いたが，平成 20 年頃より減少傾向となり，
平成 24 年は 364 人であった。(図１)

（２）自殺死亡率の推移
徐々に減少傾向にあるものの，全国より高

く推移している。平成 24 年は 21.6（全国 21.0）
であり全国ワースト 19 位であった。

（３）自殺の特徴
平成 24 年は男性が女性の 2.7 倍(男性 265 人

女性 99 人)であり，年齢別では 50 代，60 代，
70 代の順に多く，40 ～ 60 代の中高年層が全体
の 52 ％，70 代以上が 27 ％であった。(図２)

警察庁自殺統計による原因・動機(最大 3 項
目選択可)別では，「健康問題」「経済・生活問
題」「家庭問題」「勤務問題」の順に多く，全
国と同様の傾向であった。なお，不詳が全体
の約３分の１を占める点については，自殺と
判別されても原因・動機が特定できなかった
ことを示しており，一人で悩みを抱え込んで
いた可能性等も推察される。年代別内訳につ
いては (図３)のとおりであり，男性は「健康
問題」「経済・生活問題」，女性は「健康問題」

「家庭問題」の順に多かった。

３ 自殺対策の体制
自殺総合対策大綱において，「自殺対策は，国，

地方公共団体，関係団体及び民間団体等が緊密
な連携を取りつつ，国を挙げて自殺対策に取り
組む」と示されている。本県においても県全体
で包括的に取り組む体制づくりに努めており，
当センターはその体制の中で活動している。

４ 自殺予防情報センターの事業内容
（１）自殺に関する情報収集・分析，情報提供

①自殺関連統計等の整理及び活用
「２ 本県の自殺の状況」に示したように，
自殺の状況や特徴の整理等を行っている。

②自殺対策相談マニュアル，リーフレット
等の作成及び配布

（２）自殺対策に係る団体・人材の育成
県内各地域における自殺対策の総合的な推

進に資することを目的に，自治体や関係機関
従事者等を対象に研修等を実施している。

（３）関係機関との連携強化
ネットワーク会議等への参加，各地研修会

等の技術支援，各種相談窓口を掲載したリー
フレットの作成・配布，相談者支援時の連携
等を通じ，各機関との連携強化に努めている。

（４）自殺者親族(自死遺族という）等の支援
自死遺族や自殺を考えている方，自殺未遂

者等に対する相談支援を行っている。
月・木曜日の相談日以外も平日は相談に応

じ，勤務時間外は留守番電話メッセージの内
容を確認し対応してる。

また，自死遺族支援の一環としては自死遺
族分かち合いの会「こころ・つむぎの会」を 2
ヶ月毎に開催しており，延参加者数は 66 人，
１回当たりの平均参加人数は 3.0 人であった。

５ 相談者の特徴
平成 21 年 9 月～平成 24 年度までの累積相談

件数は 1018 件であり年々増加している。(図４)
性別では，男性が 51 ％，女性が 49 ％，年齢

別では中高年層(40 ～ 60 代)が約６割を占め最も
多く，20 歳未満・70 代以上は全体に占める割合
は少ないものの徐々に増加している。(図５)

相談者の内訳では，本人が 759 件(78 ％)と最
も多く，単身での相談が多い。また，全体の 26
％が匿名による相談であった。

相談方法としては，電話相談が 958 件で全体
の 94 ％と殆どを占め，来所相談は電話相談後に
よるものが多い。地域(保健所管内)別では，鹿
児島市保健所管内が 449 件(44.1%)と最も多く，
姶良保健所，鹿屋保健所の順に多かった。（表１）

職業の有無では，無職者が約 6 割，有職者が
約 3 割であった。

相談内容(複数選択)別では，「こころの健康」
が最も多く，「精神疾患」「労働問題」「経済・生
活問題」の順に多かった。(図６)

NPO 法人ライフリンクの「自殺実態白書」に
よると，自殺に至るまでには複数の危険要因が
連鎖していたことが報告されており，当センタ
ーへの自殺危険度が高い相談ケースにおいても，
「疾病発症→失業→経済的困窮→家庭崩壊→自
殺念慮→相談」，「ギャンブル依存→借金→自殺
予告→自殺未遂→家族による相談」等，同様の
傾向が認められた。

６ 相談対応の状況
支援に際しては，心に寄り添うことを基本に，

相談者の置かれている状況を把握し，地域や関
係機関の協力を得ながら対応している。状況把
握の際，治療状況の有無，自殺未遂歴・自傷歴，
自殺の危険度等の確認は重要である。それぞれ
の内訳は(図７)のとおりであった。対応方法の内
訳としては，「傾聴」が 85 ％と最も多く，次い
で「助言等」，「機関紹介」，「通報・協議」の順
に多く，平均相談時間は，新規者 32.1 分，継続
者 25.9 分であった。
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７ 今後の課題及びまとめ
本県は，平成 13 年策定の健康増進計画「健康

かごしま 21」に自殺対策も掲げ取り組んできた。
平成 25 年 3 月に計画の達成状況等を踏まえ，新
たに策定された健康増進計画「健康かごしま 21(平
成 25 ～ 34 年度)」では，自殺対策の現状・課題につい
て，「①自殺死亡率が全国より高い②中高年の自
殺者数が最も多い③原因・動機では「健康問題」
が多い④希死念慮を持つ県民が相談できず悩ん
でいる状況がある⑤人材育成や相談体制の充実
が必要」と示している。

各方面の自殺対策の効果が自殺者数の減少に
現れてきていると考えられるものの，近年，地
域企業の撤退が続く等，景気や雇用情勢等を見
ると依然厳しい状況にある。

これらの現状を踏まえ，「健康かごしま 21」
に示す課題を念頭に，センター本来の役割を再
認識し，「誰でも困った時には，誰かにあるいは
どこかに相談できる地域づくり」を目指し，地
域関係機関との連携を図りながら，センター機
能の充実に努めていきたい。

図１ 自殺者数の推移（S３５～H24人口動態統計）

図２ 年代別自殺者数の推移（H20～24人口動態統計）

図３ 自殺の原因・動機（鹿児島県警察統計） (※ 最大3項目選択)

図４ 相談者数の推移
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図５ 相談者の年代別内訳

表１ 相談者の地域(保健所管内)別内訳 (n:1018)

図６ 相談者の相談内容別内訳（複数選択）

図７ 相談者の状況 (n:1018)
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相談数 割合 相談数 割合

鹿児島市保健所 449 44.1% 鹿屋保健所 109 10.7%
指宿保健所 19 1.9% 西之表保健所 1 0.1%
加世田保健所 14 1.4% 屋久島保健所 1 0.1%
伊集院保健所 14 1.4% 名瀬保健所 5 0.5%
川薩保健所 33 3.2% 徳之島保健所 13 1.3%
出水保健所 10 1.0% その他（県外） 35 3.4%
大口保健所 1 0.1% 175 17.2%
姶良保健所 113 11.1%
志布志保健所 26 2.6%
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